
12/8（金）から冬季長期貸出が始まります。返却期限は年明け1/12（金）！　
MAX5週間、ゆっくり利用できます。今年の冬は「のんびり読書」なんていかがで
しょう？　同時期に『本の福袋』も開催中。ご利用お待ちしています。
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図書館からの耳寄り情報をお届け

＜冬の長期貸出＞

『限界ニュータウン : 荒廃する
超郊外の分譲地』
編著者：吉川祐介著
請求記号：365/YO

『多拠点で働く : 建築・まちづくり
のこれから』
編著者：西田司ほか編著 ; 藤沢百合ほか著
請求記号：520/NI

所蔵図書紹介

図書館ホームページから
ご確認ください。

家より多い空き地、崩れ
た家屋、公園という名の
雑木林…かつてそこは人
気分譲住宅地だった―
「限界ニュータウン」を
訪ね歩きつづける著者が
その誕生から現状をたど
り、利活用と未来を考え
る。

建築家のための多拠点活
動の手引き。出身地に貢
献したい、伝統的なまち
並みを残したいなど、都
市圏と地方を跨ぎ活動す
る建築家のユニークな働
き方とコツについて書き
下ろした一冊。

http://opac.lib.hosei.ac.jp/opac/opac_link/bibid/1400513506
http://opac.lib.hosei.ac.jp/opac/opac_link/bibid/1400513506
http://opac.lib.hosei.ac.jp/opac/opac_link/bibid/1400525361
http://opac.lib.hosei.ac.jp/opac/opac_link/bibid/1400525361


田町閲覧室では年に4回、特定のテーマに沿った本を集めて展示しています。
もちろん展示資料も貸出OK！
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展示紹介

茶室に関する建築様式の本を中心に
「歴史」「人物」「心理」「道具」
「庭」・・・茶の湯文化にまつわる本
を集めてみました。茶の湯にふれてみ
ませんか？
田町校舎閲覧室でお待ちしています。

展示図書の紹介

編著者：ペン編集部編
請求記号：790/SE

『千利休の功罪。』『藤森照信の茶室学 : 日本の極小
空間の謎』
編著者：藤森照信著
請求記号：521/FU

12月～1月の展示テーマは

これ！

「茶の湯」を完成させた男
として、いまもなお伝説的
な存在である千利休。あら
ゆる分野に才能を発揮し、
すぐれた「デザイン」をも
たらした。そんな千利休の
比類なきデザイン性、その
光と影、功と罪を徹底的に
解明する。

建築史家にして建築家
の藤森照信が縦横無尽
に、日本の極小空間＝
茶室に迫った。自ら国
内外の茶室を手掛ける
著者が書き下ろした渾
身の力作。

https://www.hosei.ac.jp/library/info_exhibition/info/article-20231225092639/
http://opac.lib.hosei.ac.jp/opac/opac_link/bibid/1020210124
http://opac.lib.hosei.ac.jp/opac/opac_link/bibid/1400082160
http://opac.lib.hosei.ac.jp/opac/opac_link/bibid/1400082160

